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No.461
2 月市会

玉本なるみ議員（北区）
やまね智史議員（伏見区）
えもとかよこ議員（右京区）

市民の暮らし第一へ
　「2026年度京都市予算案の組み替え提案」を発表

【提言】民泊・簡易宿所の規制強化について
　～ 住環境を守り「住んでよし、訪れてよし」の

京都市をめざして～

憲法改悪・戦争する国づくり・
大軍拡ストップ！
物価高騰から、市民のくらし・生業を守れ

代
表
質
問

自治体要求連絡会早朝宣伝
（2月26日）
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住める京都、住みたい京都をめざして
「市民生活第一の徹底」へ、予算の組み替えを提案

　
２
０
２
６
年
度
予
算
は
、
京
都
基
本
構
想
を
踏
ま
え
改
定
す
る
新
京
都
戦
略
を
具
体
化
す

る
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
党
が
求
め
て
き
た
「
ま
ち
の
匠
・
ぷ
ら
す
」
の
延
長
、
就
労
・
奨
学
金
返
済
一
体
型

支
援
事
業
の
上
乗
せ
、
民
間
保
育
園
へ
の
障
害
児
保
育
の
加
算
の
改
善
や
一
歳
児
に
対
す
る

保
育
士
等
の
配
置
充
実
、
ま
た
、
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
の
創
設
が
提
案

さ
れ
た
こ
と
は
運
動
の
成
果
で
す
。
国
に
お
い
て
公
立
小
学
校
の
給
食
費
無
償
化
も
予
算
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
物
価
高
で
苦
し
む
市
民
の
実
情
に
正
面
か
ら
向
き
合
わ
ず
、
行
財
政
改
革
で
進

め
ら
れ
た
市
民
負
担
増
は
そ
の
ま
ま
で
、
規
制
緩
和
や
再
開
発
、
大
型
道
路
建
設
、
首
都

圏
・
海
外
企
業
の
誘
致
を
推
進
す
る
一
方
で
、
京
都
の
経
済
を
支
え
て
い
る
中
小
零
細
事
業

者
へ
の
支
援
や
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
は
大
変
不
十
分
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
「
市
民
生
活
第
一
の
徹
底
」
と
し
て
、
暮
ら
し
や
営
業
を
守
る
〉

１
.
す
べ
て
の
市
民
に
届
く
物
価
高
対
策
を
行
う
こ
と
。

２
.
ケ
ア
労
働
者
に
手
厚
い
、
抜
本
的
な
賃
上
げ
と
処
遇
改
善
を
行
う
こ
と
。

３
.
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
、
さ
ら
に
15
億
円
の
繰
り
入
れ
を
行
い
、
国

民
健
康
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
や
め
る
こ
と
。

４
.
敬
老
乗
車
証
制
度
改
悪
等
、
後
退
さ
せ
た
福
祉
を
元
に
も
ど
す
こ
と
。

５
.
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
助
成
に
つ
い
て
は
、
助
成
率
を
見
直
し
、

五
項
目
の
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
。

６
.
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
を
行
う
こ
と
。

７
.
小
学
校
の
給
食
費
無
償
化
に
あ
た
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
不
登
校
等
の
事
情

で
給
食
を
注
文
し
て
い
な
い
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
は
現
金
給
付
等
の
支

援
を
行
う
こ
と
。

８
.
市
独
自
の
給
付
制
奨
学
金
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

９
.
遠
距
離
等
通
学
費
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
全
額
無
料
と
す
る
こ
と
。
さ

ら
に
、
小
学
生
４
㎞
、
中
学
生
６
㎞
以
上
の
要
件
を
見
直
し
、
対
象
児
童

生
徒
を
拡
充
す
る
こ
と
。

10
.
海
外
企
業
・
大
企
業
の
呼
込
み
方
針
を
や
め
、
中
小
事
業
者
や
商
店
へ
の

支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。

〈
公
共
の
役
割
を
一
層
充
実
さ
せ
る
〉

11
.
市
立
芸
大
跡
地
、
市
営
住
宅
跡
地
、
学
校
跡
地
な
ど
の
跡
地
活
用
は
、
市

民
の
意
見
を
聞
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

12
.
全
員
制
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
る
巨
大
給
食
工
場

建
設
、
民
間
調
理
場
方
式
は
撤
回
し
、
学
校
調
理
方
式
に
転
換
す
る
こ
と
。

13
.
職
員
削
減
で
疲
弊
し
た
職
場
へ
人
員
を
増
強
す
る
こ
と
。
本
庁
に
集
約
化

し
た
業
務
を
区
役
所
に
再
配
置
し
職
員
を
増
や
す
こ
と
。

14
.
子
ど
も
の
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に
、
正
規
の
教
職
員
を
増
員
す
る
こ
と
。

15
.
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
運
転
監
視
業
務
や
ゴ
ミ
収
集
車
、
上
下
水
道
事
業

な
ど
の
民
間
委
託
化
を
見
直
し
、
直
営
に
戻
す
こ
と
。

〈
財
源
確
保
に
つ
い
て
〉

16
.
京
都
駅
新
橋
上
駅
舎
・
自
由
通
路
整
備
事
業
は
や
め
る
こ
と
。

17
.
鴨
川
東
岸
線
第
三
工
区
整
備
事
業
は
や
め
る
こ
と
。

18
.
企
業
立
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
。

19
.
北
陸
新
幹
線
京
都
延
伸
計
画
は
中
止
を
求
め
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
京
都

誘
致
方
針
を
や
め
る
こ
と
。

20
.
堀
川
通
地
下
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
、
国
道
1
号
、
9
号
バ
イ
パ
ス
方
針
は

や
め
る
こ
と
。

21
.
法
人
市
民
税
の
超
過
課
税
を
他
都
市
並
み
の
８
・
４
％
に
引
き
上
げ
、

大
企
業
の
均
等
割
に
か
か
る
税
率
を
１
・
２
倍
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

（
10
億
円
／
年
）

22
.
年
35
億
円
の
公
債
償
還
基
金
へ
の
過
去
負
債
の
返
済
は
、
暮
ら
し
の
た
め

の
財
源
と
し
見
直
す
こ
と
。

23
.
個
人
市
民
税
を
累
進
制
に
し
、
高
額
所
得
者
へ
の
課
税
を
強
化
す
る
よ
う

国
に
求
め
る
こ
と
。

２
０
２
６
年
度  

京
都
市
予
算
案
の
組
み
替
え
提
案

２
０
２
６
年
２
月
27
日　

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団
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コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
観
光
客
や
民
泊
・
簡
易
宿
所
の
急
増
に
対
し
、
住
環

境
と
の
調
和
を
図
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
や
陳
情
等
が
繰
り
返
し
提
出
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
住
民
の
運
動
と
論
戦
の
成
果
に
よ
っ
て
、
市
長
は
２
０
２
６

年
度
中
に
民
泊
規
制
の
条
例
改
正
案
を
提
案
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

　
党
議
員
団
は
こ
れ
ま
で
か
ら
、
観
光
政
策
は
「
住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ
し
」

が
基
本
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
住
環
境
が
守
ら
れ
、
市
民
生
活
と
宿
泊

施
設
が
調
和
で
き
る
環
境
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。
昨

今
の
事
態
を
ふ
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
と
り
く
み
・
提
案
を
更
に
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
さ
せ
、
以
下
の
と
お
り
提
案
し
ま
す
。

【
提
言
】「
民
泊
・
簡
易
宿
所
の
規
制
強
化
に
つ
い
て
」を
発
表

　
山
田
議
員
は
、
物
価
高
の
影
響
を
受
け
る
福
祉
事
業

者
へ
の
支
援
、
災
害
対
策
、
教
育
環
境
整
備
推
進
は
必

要
な
も
の
だ
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
入
浴

料
を
無
料
に
す
る
子
ど
も
銭
湯
応
援
事
業
は
必
要
だ
が
、

設
備
改
修
の
助
成
等
対
策
を
強
化
す
べ
き
と
主
張
し
ま

し
た
。

　
そ
の
上
で
、「
賃
上
げ
環
境
整
備
支
援
事
業
」
に
つ

い
て
、
食
洗
器
や
工
作
機
械
等
の
導
入
に
よ
る
生
産
性

向
上
を
前
提
と
し
た
賃
上
げ
支
援
と
い
う
が
、
農
林
水

産
業
、
サ
ー
ビ
ス
、
流
通
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
福
祉

関
連
、
伝
統
産
業
等
の
労
働
集
約
型
産
業
で
は
機
械
化

に
よ
る
生
産
性
向
上
は
で
き
な
い
と
述
べ
ま
し
た
。
対

象
事
業
者
が
限
ら
れ
る
上
、
１
年
後
の
実
績
で
１
・
９

％
の
賃
金
引
き
上
げ
が
確
認
さ
れ
て
初
め
て
支
援
す
る

も
の
で
、
自
己
資
金
が
な
け
れ
ば
活
用
で
き
な
い
と
批

判
。
ま
た
１
・
９
％
で
は
物
価
上
昇
に
も
届
か
な
い
と

指
摘
し
ま
し
た
。
物
価
高
や
賃
上
げ
、
人
手
不
足
な
ど

で
事
業
継
続
を
断
念
す
る
小
規
模
事
業
者
が
続
く
中
、

岩
手
県
、
群
馬
県
、
奈
良
県
、
徳
島
県
、
大
分
県
の
よ

う
に
、
自
治
体
が
行
う
賃
上
げ
の
た
め
の
直
接
支
援
こ

そ
実
施
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
商
店
街
等
デ
ジ
タ
ル
地
域
ポ
イ
ン
ト
活
用

促
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
を
要
件

と
せ
ず
全
て
の
商
店
街
、
小
売
市
場
が
幅
広
く
使
え
る

も
の
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

２
０
２
６
年
２
月
市
会

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

山
田
こ
う
じ
議
員
が
賛
成
討
論

住環境を守り「住んでよし、訪れてよし」の京都市をめざして

市政懇談会で提言を発表しました

︻
立
地
規
制
︼

　
住
宅
宿
泊
事
業
法
に
基
づ
く
「
届
出
住
宅
」

　
　
　
①
家
主
不
在
型
の
施
設
や
、
住
居
専
用
地
域
、
細
街
路
・
袋
路
（
敷
地
が
接
す
る
道
が
幅
員

４
メ
ー
ト
ル
未
満
の
袋
路
状
の
道
の
み
又
は
幅
員
が
１
・
８
メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
の
み
）

は
ゼ
ロ
日
規
制

　
　
　
②
家
主
居
住
型
に
お
け
る
旅
館
業
法
第
３
条
第
３
項
に
掲
げ
る
施
設
（
学
校
・
児
童
福
祉
施

設
・
社
会
教
育
施
設
な
ど
）
か
ら
１
１
０
メ
ー
ト
ル
範
囲
内
の
区
域
は
平
日
規
制
、
管
理

者
常
駐
と
住
民
同
意
の
義
務
付
け

　
旅
館
業
法
に
基
づ
く
「
簡
易
宿
所
」

　
　
　
①「
密
集
市
街
地
対
策
等
の
取
組
方
針
」
に
お
い
て
２
０
１
２
年
７
月
策
定
時
に
示
さ
れ
た

「
密
集
市
街
地
」（
70
地
区
）、
細
街
路
・
袋
路
を
「
特
別
用
途
地
区
」
と
し
て
定
め
簡
易

宿
所
を
禁
止
す
る

　
　
　
②
旅
館
業
法
第
３
条
第
３
項
に
掲
げ
る
施
設
（
学
校
・
児
童
福
祉
施
設
・
社
会
教
育
施
設
な

ど
）
か
ら
１
１
０
メ
ー
ト
ル
範
囲
内
の
区
域
、
連
棟
は
規
制
す
る

　
　
　
③
管
理
者
常
駐
の
義
務
付
け

︻
総
量
規
制
︼

　
　
　
①「
上
質
宿
泊
施
設
誘
致
制
度
」
に
基
づ
き
協
議
中
と
な
っ
て
い
る
ホ
テ
ル
建
設
は
直
ち
に

手
続
き
を
中
止
す
る

　
　
　
②「
京
都
観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
振
興
計
画
」に
宿
泊
施
設「
総
量
規
制
」の
政
策
検
討
を
加
え
る

︻
監
視
・
指
導
体
制
の
強
化
︼

　
市
民
か
ら
の
通
報
相
談
へ
の
対
応
、
定
期
的
施
設
監
査
を

行
う
体
制
を
各
行
政
区
ご
と
に
機
能
さ
せ
る

ご意見を
お寄せく
ださい

︿
わ
た
し
た
ち
の
提
案
﹀

労働集約型産業
上賀人間の労働力への依存度が高い産業

補正予算討論
2月26日
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2 玉本 なるみ 議員

玉本なるみ議員は、2月26日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

物
価
高
に
お
け
る
生
活
支
援
策
は

全
市
民
対
象
に

　
玉
本
議
員
は
、
新
京
都
戦
略
の
改
定
と
共
に

示
さ
れ
た
２
０
２
６
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
、

開
発
優
先
で
公
共
性
を
さ
ら
に
後
退
さ
せ
る
内

容
と
な
っ
て
お
り
、「
ま
ず
や
る
べ
き
は
『
市

民
生
活
第
一
の
徹
底
』
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
。

市
が
物
価
高
対
策
と
し
て
す
す
め
る
「
デ
ジ
タ

ル
地
域
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
所
有
や
ス
マ
ホ
の
活
用
な
ど
が
条
件
と
な

っ
て
お
り
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
な
い
市
民
に
は
給
付
を
行
わ
な
い
と
い
う

や
り
方
は
市
民
の
中
に
分
断
を
招
き
、
人
権
問

題
に
も
関
わ
る
」
と
批
判
。
物
価
高
騰
に
苦
し

む
全
市
民
を
対
象
に
、
速
や
か
に
現
金
給
付
し

よ
う
と
す
る
他
都
市
の
工
夫
や
努
力
を
紹
介
し
、

「
京
都
市
も
こ
れ
に
学
び
、
全
市
民
対
象
の
現

金
給
付
に
切
り
替
え
る
べ
き
だ
」
と
求
め
ま
し

た
。

　
市
長
は
「
デ
ジ
タ
ル
給
付
は
迅
速
・
確
実

だ
」
な
ど
と
強
弁
。
あ
く
ま
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
活
用
に
固
執
し
ま
し
た
。

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
の

引
き
下
げ
を

　
来
年
度
予
算
案
で
は
、
１
人
あ
た
り
の
国
民

健
康
保
険
料
は
、
国
が
４
月
か
ら
上
乗
せ
し
よ

う
と
す
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」
分
を
含

む
と
平
均
年
間
６
・
11
％
増
に
な
り
ま
す
。
玉

本
議
員
は
「
厳
し
い
生
活
の
実
態
か
ら
も
、
保

険
料
を
絶
対
に
引
き
上
げ
な
い
決
断
を
す
べ
き

だ
。
市
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
を
増
や

す
こ
と
、
国
に
対
し
国
庫
負
担
の
増
額
、
子
ど

も
支
援
法
そ
の
も
の
の
見
直
し
を
求
め
る
べ
き

だ
」
と
迫
り
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、
保
険
料
の
据
え
置
き
・

引
き
下
げ
を
拒
否
。「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
は
国
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
保
険
料
と
併
せ

て
徴
収
す
る
と
さ
れ
て
い
る
」
と
、
冷
た
い
答

弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

訪
問
介
護
と
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
強
化
を

　
無
資
格
者
で
も
一
定
の
研
修
を
う
け
れ
ば
生

活
支
援
が
可
能
と
な
る
「
支
え
合
い
型
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
、
玉
本
議
員
は
国
に
よ

る
訪
問
介
護
報
酬
の
減
額
が
事
業
所
の
運
営
を

困
難
に
し
て
い
る
実
態
を
語
り
、「
ヘ
ル
パ
ー

不
足
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
無
資
格
者
に
任
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
介
護
現
場
の
実
態
を
見
る
必

要
が
あ
る
。
本
来
や
る
べ
き
は
介
護
ヘ
ル
パ
ー

の
処
遇
改
善
と
資
格
取
得
へ
の
支
援
だ
」
と
求

め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
材
不
足
に
苦
し
む
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
、
人
材
紹
介
事
業
所
に
多
額
の
紹

介
料
を
支
払
っ
て
で
も
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
危

機
的
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
紹
介
。「
思
い
切

っ
た
対
策
を
打
た
な
い
と
、
市
民
は
介
護
の
相

談
窓
口
を
失
う
こ
と
に
な
る
」
と
し
、
委
託
で

は
な
く
直
営
で
運
営
す
る
こ
と
、
実
態
調
査
を

行
い
支
援
策
を
早
急
に
検
討
す
る
こ
と
な
ど
を

求
め
ま
し
た
。

市
民
の
命
を
守
る
自
治
体
と
し
て
、

京
都
市
立
病
院
、
京
北
病
院
の
役
割
守
れ

　
玉
本
議
員
は
、
京
都
市
立
病
院
に
つ
い
て
、

「
毎
年
度
10
億
円
を
超
え
る
赤
字
経
営
の
原
因

は
人
件
費
で
は
な
く
、
物
件
費
や
委
託
費
を
め

ぐ
る
費
用
構
造
に
あ
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
る

事
業
運
営
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
明

白
だ
」
と
指
摘
。「
物
件
費
の
高
騰
に
見
合
わ

な
い
低
い
診
療
報
酬
が
全
国
の
医
療
機
関
の
経

営
悪
化
を
招
い
て
い
る
現
状
の
な
か
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
を
取
り
続
け
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
」

と
迫
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
在
り
方
検
討
会
」

は
、
コ
ン
サ
ル
の
調
査
・
提
案
ま
か
せ
で
な
く
、

ス
タ
ッ
フ
や
周
辺
の
医
療
機
関
、
地
域
住
民
ら

を
ま
き
こ
ん
で
の
在
り
方
検
討
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
京
北
病
院
に
つ
い
て
は
、
入
院
機
能

を
も
つ
病
院
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
、
老
朽
化

し
た
施
設
の
改
善
と
医
師
、
看
護
師
職
員
の
確

保
に
力
を
つ
く
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
京
都
市
立
病
院
に
つ
い
て
、「
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
10
年
度
以
降
の

実
施
手
法
を
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

産
後
ケ
ア
事
業
は
、
利
用
者
の

実
態
に
即
し
た
改
善
を

　
玉
本
議
員
は
、
出
産
後
１
年
間
の
母
子
を
対

象
に
育
児
へ
の
不
安
や
悩
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
産
後
ケ
ア
事
業
」
に
つ
い
て
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
ィ
は
７
日
間
の
み
の
事
業
で
、
使
い
き
れ
ば

実
費
に
な
り
利
用
で
き
に
く
く
な
る
た
め
必
要

な
回
数
を
支
援
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
兄
姉
も

一
緒
に
利
用
す
る
場
合
、
上
の
子
を
担
当
す
る

支
援
員
の
賃
金
の
保
障
も
必
要
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
事
業
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
長
は
「
母
親
自
身

の
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
目

的
」
な
ど
と
し
、
支
援
拡
充
を
拒
否
し
ま
し
た
。

保
育
士
の
処
遇
改
善
、
保
育
園
の

人
員
不
足
へ
の
積
極
的
対
策
を

　
玉
本
議
員
は
保
育
士
の
人
件
費
に
つ
い
て
、

国
が
公
定
価
格
を
引
き
上
げ
て
も
、
人
件
費
の

上
限
額
設
定
か
ら
公
定
価
格
の
額
を
差
し
引
い

た
差
額
の
み
を
補
助
す
る
と
い
う
京
都
市
の
仕

組
み
に
よ
り
、
国
か
ら
の
増
額
分
が
賃
金
に
反

映
さ
れ
な
い
と
い
う
問
題
点
を
指
摘
。
物
価
上

昇
に
見
合
う
上
限
額
の
引
き
上
げ
を
求
め
ま
し

た
。
ま
た
、
１
歳
児
の
加
配
４
人
に
１
人
か
ら
、

さ
ら
に
３
人
に
１
人
へ
の
引
き
上
げ
、
保
育
園

の
定
員
割
れ
に
よ
る
人
員
不
足
の
深
刻
化
へ
の

支
援
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
国
引
き
上
げ
分
を
単
純
に
市
の

制
度
に
反
映
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
」
な

ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

物
価
高
対
策
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
分
断
で
な
く
全
市
民
を
対
象
に

市
民
の
い
の
ち
を
守
る
自
治
体
と
し
て
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
へ
役
割
果
た
せ
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2 やまね 智史 議員

やまね智史議員は、2月26日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

京
都
駅
周
辺
の
高
さ
規
制
緩
和
は

や
め
よ

　
や
ま
ね
議
員
は
、
高
さ
60
ｍ
の
中
央
郵
便
局

建
て
替
え
や
「
京
都
駅
前
の
再
生
に
係
る
有
識

者
会
議
」
意
見
ま
と
め
案
に
示
さ
れ
た
45
ｍ
・

60
ｍ
へ
の
高
さ
規
制
緩
和
が
「
新
景
観
政
策
に

反
す
る
」「
特
定
の
事
業
者
の
声
だ
け
で
進
め

て
い
る
」
と
批
判
。
住
環
境
と
景
観
を
守
る
た

め
に
高
さ
規
制
緩
和
の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
政
策
監
は
「
特
定
の
事
業
者
の

声
だ
け
で
進
め
て
い
る
と
の
指
摘
は
当
た
ら
な

い
」「
新
景
観
政
策
の
理
念
に
反
し
な
い
」
と

強
弁
し
ま
し
た
。

民
泊
・
簡
易
宿
所
に
対
す
る

さ
ら
な
る
規
制
強
化
を

　
党
議
員
団
が
こ
れ
ま
で
民
泊
・
簡
易
宿
所
に

対
す
る
規
制
強
化
を
提
案
し
て
き
た
こ
と
を
紹

介
。
国
の
見
解
も
踏
ま
え
て
「
市
長
の
や
る
気

次
第
で
十
分
可
能
」
と
述
べ
、
民
泊
の
営
業
日

数
制
限
や
住
民
同
意
義
務
、
民
泊
・
簡
易
宿
所

の
立
地
規
制
、
全
て
の
宿
泊
施
設
へ
の
管
理
者

常
駐
や
総
量
規
制
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
民
泊
と
簡
易
宿
所
を
「
一
体
的
に

規
制
す
る
こ
と
が
実
効
性
を
確
保
す
る
上
で
極

め
て
重
要
」
と
い
う
認
識
を
示
し
、
国
と
の
協

議
や
調
査
、
専
門
家
か
ら
の
意
見
聴
取
や
市
民

か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て
「
来
年
度
中
の
条
例

改
正
提
案
を
目
指
す
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

差
別
・
排
外
主
義
を
許
さ
な
い

行
政
の
推
進
を

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
・
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
の
発

生
、
選
挙
中
に
外
国
人
へ
の
憎
悪
を
煽
る
状
況

が
生
ま
れ
る
中
、
全
国
知
事
会
の
「
共
同
宣

言
」
を
ふ
ま
え
市
長
自
ら
排
外
主
義
を
明
確
に

否
定
す
る
よ
う
宣
言
す
る
こ
と
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
規
制
条
例
の
制
定
を
求
め
ま
し
た
。

　
総
合
企
画
局
長
は
「『
京
都
市
国
際
都
市
ビ

ジ
ョ
ン
』
等
で
明
示
し
て
お
り
、
条
例
制
定
は

考
え
て
い
な
い
」
も
の
の
、「
不
当
な
差
別
が

起
こ
ら
な
い
環
境
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

交
通
不
便
地
域
の
改
善
・
遠
距
離

通
学
費
補
助
制
度
の
拡
充
を

　
醍
醐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
日
曜
祝
日
等
の

運
休
に
よ
る
暮
ら
し
へ
の
影
響
を
紹
介
。
運
休

分
の
復
活
を
求
め
る
署
名
が
５
千
筆
を
超
え
て

お
り
、
運
休
さ
れ
た
部
分
の
再
開
に
向
け
て

「
市
自
身
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
」
と
追
及
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
伏
見
区
藤
城
・
桃
山
東
・
桃
山
南
学

区
に
交
通
不
便
地
域
が

広
く
存
在
す
る
こ
と
を

指
摘
。
市
内
各
地
の
交

通
不
便
地
域
で
の
デ
マ

ン
ド
交
通
導
入
や
そ
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う
よ

う
求
め
ま
し
た
。
副
市

長
は
「
地
域
に
と
っ
て

最
適
な
交
通
手
段
に
つ

い
て
議
論
を
深
め
、
地
域
の
実
情
や
市
民
に
寄

り
添
っ
た
施
策
を
講
じ
て
い
く
」
と
答
弁
。

　
さ
ら
に
、
桃
山
中
学
校
区
で
公
共
交
通
を
利

用
し
て
通
学
す
る
世
帯
か
ら
の
通
学
費
の
負
担

軽
減
を
求
め
る
声
を
紹
介
。
来
年
度
予
算
へ
の

「
遠
距
離
等
通
学
費
補
助
制
度
の
拡
充
」
計
上

を
踏
ま
え
、「
あ
と
２
千
万
円
弱
で
全
て
無
償

化
で
き
る
」「
通
学
費
の
無
償
化
を
決
断
す
べ

き
」
と
迫
り
ま
し
た
。

奨
学
金
返
済
支
援
な
ど

若
者
へ
の
支
援
強
化
を

　
奨
学
金
返
済
に
苦
し
む
若
者
の
「
今
の
生
活

で
一
番
の
負
担
が
奨
学
金
返
済
」
と
い
う
切
実

な
実
態
を
告
発
。
党
議
員
団
が
求
め
て
き
た
、

府
の
「
就
労
・
奨
学
金
返
済
一
体
型
支
援
事

業
」
へ
の
市
独
自
の
上
乗
せ
補
助
を
評
価
し
つ

つ
、
対
象
期
間
の
延
長
や
市
独
自
の
若
者
へ
の

直
接
支
援
な
ど
、
支
援
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　
総
合
企
画
局
長
は
「
府
域
全
体
の
動
向
も
踏

ま
え
、
府
や
府
内
先
行
自
治
体
と
今
後
の
制
度

拡
充
を
協
議
・
検
討
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

全
世
代
対
象
の
補
聴
器
購
入
費

助
成
制
度
の
創
設
を

　
繰
り
返
し
市
民
か
ら
陳
情
が
提
出
さ
れ
、
党

議
員
団
が
求
め
て
き
た
「
加
齢
性
難
聴
者
へ

の
補
聴
器
購
入
助
成
」
が
創
設
さ
れ
る
一
方
、

「
要
件
が
厳
し
く
予
算
額
も
大
変
不
十
分
」
で

あ
り
、
要
件
緩
和
や
予
算
額
・
助
成
率
・
上
限

額
の
引
き
上
げ
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
全
世

代
の
軽
度
・
中
等
度
難
聴
者
に
対
す
る
補
聴
器

購
入
助
成
に
つ
い
て
、
当
事
者
の
深
刻
な
実
態

や
声
、
専
門
医
の
意
見
な
ど
を
紹
介
。「
年
齢

制
限
を
設
け
ず
、
補
聴
器
を
必
要
と
す
る
方
、

障
害
者
手
帳
を
持
た
な
い
方
々
へ
の
補
助
も
実

施
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
「
軽
度
・
中
等
度
難
聴
者

を
対
象
に
し
た
実
施
は
、
科
学
的
知
見
に
基
づ

き
国
で
議
論
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

近
鉄
桃
山
御
陵
前
駅
の
高
架
下
に

横
断
歩
道
設
置
を

　
３
年
前
、
近
鉄
桃
山
御
陵
前
駅
の
駅
前
高
架

下
に
横
断
防
止
柵
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
利

便
性
が
大
き
く
後
退
し
、
住
民
か
ら
怒
り
の
声

が
噴
出
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
横
断
防
止
柵

を
一
部
撤
去
し
、
駅
前
高
架
下
に
横
断
歩
道
を

設
置
す
べ
き
だ
と
求
め
ま
し
た
。

　
建
設
局
長
は
、
横
断
歩
道
の
設
置
に
よ
り
、

交
通
秩
序
の
乱
れ
と
い
う
「
地
域
課
題
の
再
発

の
懸
念
」
が
あ
る
と
し
て
、
撤
去
し
な
い
と
い

う
答
弁
で
し
た
。

民
泊
・
簡
易
宿
所
の
規
制
強
化
な
ど
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を

交
通
不
便
地
域
の
改
善
・
遠
距
離
等
通
学
費
補
助
制
度
の
拡
充
を

全
世
代
を
対
象
と
し
た
補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
へ

撮影：日本共産党京都市会議員団

伏見区藤城・桃山東・桃山南地域における
交通不便地域

藤城

桃山

桃山南

桃山東

日本共産党京都市会議員団市政報告2026年 2月

出典：「京都市域における公共交通バスの現況把握調査報告書（日本共産党京都市会議員団委託調査）2010 年 3月」より



代表質問
2月 26 日月市会 本会議

1011

2 えもと かよこ 議員

えもとかよこ議員は、2月26日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化

18
歳
ま
で
医
療
費
無
料
化
を

　
え
も
と
議
員
は
若
者
や
子
育
て
世
代
が
市
外

へ
転
出
し
て
い
る
課
題
を
あ
げ
、
中
学
校
の
給

食
費
と
子
ど
も
医
療
費
18
歳
ま
で
の
無
償
化
を

要
求
。
小
学
校
給
食
無
償
化
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー

や
不
登
校
等
の
児
童
に
対
し
現
金
給
付
す
べ
き

と
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
中
学
校
の
給
食
費
も
国
に
要
望

す
る
。
喫
食
で
き
な
い
児
童
の
対
応
は
、
国
な

ど
の
動
向
を
注
視
す
る
」
と
し
、
子
ど
も
医
療

費
18
歳
へ
の
拡
充
に
は
触
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

痴
漢
被
害
の
実
態
調
査
と 

女
性
車
両
の
導
入
を

　
市
バ
ス
・
地
下
鉄
車
内
で
の
性
犯
罪
被
害
の

申
告
件
数
は
、
昨
年
度
、
数
件
だ
が
、
申
告
し

な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
か
な
り
あ
る
と
主
張
。
東

京
都
の
痴
漢
実
態
調
査
で
は
、
45
％
が
「
被
害

直
後
に
相
談
で
き
な
か
っ
た
」
と
回
答
し
て
お

り
、
実
態
調
査
を
行
う
よ
う
要
求
。
女
性
専
用

車
両
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　
交
通
局
長
は
「
実
態
調
査
の
予
定
は
な
い
。

女
性
車
両
導
入
は
接
続
駅
で
混
乱
を
招
く
た
め

困
難
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
相
談
・
女
性
支
援
の
拡
充

区
役
所
へ
女
性
支
援
員
配
置
を

　「
Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
相
談
件

数
は
過
去
最
高
、
区
役
所
等
へ
の
同
行
・
代
行
、

若
年
女
性
相
談
も
増
え
て
い
る
た
め
、「
Ｄ
Ｖ

相
談
セ
ン
タ
ー
」
等
の
体
制
強
化
、
若
年
被
害

女
性
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
や
自
立
支
援
の
モ
デ

ル
事
業
へ
の
補
助
の
継
続
、
区
役
所
へ
女
性
相

談
支
援
員
の
配
置
を
求
め
ま
し
た
。

　
文
化
市
民
局
長
は
「
Ｄ
Ｖ
相
談
体
制
の
確
保

に
努
め
る
」「
モ
デ
ル
事
業
は
検
証
を
踏
ま
え

て
事
業
を
検
討
す
る
」「
区
役
所
へ
の
女
性
支

援
員
は
配
置
し
な
い
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

温
室
効
果
ガ
ス
前
倒
し
目
標
を

　
京
都
市
の
昨
年
の
猛
暑
日
と
熱
中
症
救
急
搬

送
者
数
は
過
去
最
高
で
あ
り
、
災
害
リ
ス
ク
が

増
加
し
て
い
る
と
指
摘
。
市
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
「
直
線
的
な
削
減
目
標
」
で
は
、
２
０
５
０

年
ゼ
ロ
に
間
に
合
わ
な
い
と
指
摘
。
初
期
段
階

か
ら
一
気
に
減
ら
す
「
前
倒
し
の
削
減
」
を
求

め
ま
し
た
。

　
環
境
政
策
局
長
は
「
市
の
目
標
は
非
常
に
高

い
。
更
な
る
高
み
を
目
指
す
」
と
の
答
弁
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

防
災
減
災
・
給
食
施
設
の
活
用

中
学
校
に
給
食
施
設
の
設
置
を

　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
で
使
え
る
建
築
物

安
全
対
策
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
補
助
率
は
工
事

費
の
23
％
と
低
く
、
申
請
は
０
件
だ
と
指
摘
。
国

に
補
助
率
増
を
求
め
る
こ
と
、
警
戒
区
域
の
対
象

強
化
や
消
防
団
・
自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
、
区

役
所
体
制
や
防
災
予
算
の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
補
助
事
業
に
つ
い
て
「
使
い
や
す

い
制
度
と
な
る
よ
う
努
め
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
え
も
と
議
員
は
、
指
定
避
難
所
で
の
炊
出
し

の
た
め
、
政
令
市
９
都
市
、
府
内
７
自
治
体
で

は
「
学
校
給
食
施
設
の
活
用
」
を
想
定
し
て
い

る
と
の
調
査
結
果
を
示
し
、
給
食
施
設
の
活
用

を
想
定
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成
を
求
め
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
さ
い
た
ま
市
は
中
学
校
全
校

に
給
食
施
設
が
あ
り
、
災
害
時
に
活
用
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
作
成
し
て
い
る
と
紹
介
。
中
学
校

に
も
給
食
施
設
の
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
「
給
食
施
設
の
器
具
は
一
般
に
は

使
え
な
い
。
学
校
給
食
再
開
が
必
要
と
な
る
た

め
使
用
は
困
難
。
一
部
の
中
学
校
の
み
整
備
す

る
予
定
は
な
い
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
は
中
止
を

　
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
の
小
浜
・
京
都
ル
ー

ト
の
８
割
が
ト
ン
ネ
ル
で
あ
り
、
鳴
滝
宇
多
野

の
立
坑
か
ら
次
の
立
坑
ま
で
、
桂
川
案
は
13
・

５
㎞
だ
が
、
脱
出
方
法
が
検
討
さ
れ
て
い
な
い

問
題
を
指
摘
。
市
長
の
５
つ
の
懸
念
に
「
地
震

や
事
故
の
時
の
安
全
性
」
も
加
え
、
計
画
の
中

止
を
迫
り
ま
し
た
。

　
総
合
企
画
局
長
は
、
走
行
中
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
は
、
事
業
者
で
適
切
に
対
応
さ
れ
る
な

ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

林
業
再
生
と
担
い
手
支
援
を

　
府
内
の
森
林
は
、
人
工
林
が
４
割
で
、
半
数

が
管
理
さ
れ
ず
、
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま

っ
て
い
る
と
言
及
。
林
業
新
規
従
事
者
の
住
宅

確
保
等
の
支
援
、
国
に
国
産
材
の
活
用
促
進
や

予
算
拡
充
、
林
務
職
員
の
育
成
・
確
保
、
森
林

組
合
へ
の
支
援
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　
木
の
文
化
・
森
林
政
策
監
は
「
事
業
者
に
よ

る
林
業
の
魅
力
発
信
と
職
場
環
境
改
善
の
支
援
、

田
舎
暮
ら
し
体
験
住
宅
の
斡
旋
な
ど
を
強
化
し
、

成
長
産
業
化
を
推
進
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

嵯
峨
小
学
区
へ

児
童
館
と
学
童
保
育
を

　
嵯
峨
小
学
区
に
は
児
童
館
が
な
く
、「
放
課

後
ほ
っ
と
広
場
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
登

録
児
童
数
が
１
９
８
名
（
令
和
７
年
度
）
と
大

規
模
化
が
進
ん
で
い
る
問
題
を
指
摘
。
職
員
の

勤
務
時
間
は
短
く
、
１
年
契
約
の
非
正
規
雇
用

だ
と
指
摘
。
放
課
後
ほ
っ
と
広
場
は
「
学
童
保

育
」
に
す
べ
き
と
し
、
嵯
峨
小
学
区
に
児
童
館

の
新
設
を
要
求
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
長
は
、
新
た
な
児

童
館
設
置
は
考
え
て
い
な
い
と
冷
た
い
答
弁
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
危
険
な
太
秦
広
隆
寺
前
交
差
点
の
住

民
合
意
に
よ
る
改
善
を
要
望
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
・
医
療
費
無
償
化
、
女
性
支
援
拡
充
を

防
災
対
策
、
給
食
施
設
の
活
用
と
中
学
校
へ
の
設
置
、
林
業
支
援
を

北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
は
中
止
を
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市会議員から一言

団　長　西野さち子
副団長　北山ただお
幹事長　加藤　あい

山科区

団長　西野 さち子

幹事長　加藤 あい

伏見区

左京区 副団長　北山 ただお

　京都市は「聞こえの応援事業」として、加齢性難聴
者の補聴器購入助成を今年10月から開始します。上限
は３万円（購入費の半額）ですが、年金者組合や生健
会などが「補聴器の公的補助を求める会」を結成して
署名運動や府市議会への請願・陳情を繰り返し取り組
んできた成果です。介護予防講座や介護予防プログラ
ムに参加するなど要件が厳しすぎることや上限枠が低
いなどの問題点がありますので、改善に全力です。

　来年度予算案が提案されました。宿泊税は税率見直
しにより73億円の増収、市税収入は過去最高を更新す
る202億円の増収を見込み、予算規模は一般会計で１
兆80億円、特別会計6929億円、公営企業会計2707億円、
全会計で１兆9715億円となり、収支均衡を継続し過去
最大規模となっています。国保料は今年度から５年連
続の値上げ予定です。日本共産党は15億円で国保料値
上げは回避できるとして、予算の組み換え提案をして
います。

　市長が、民泊・簡易宿所の規制強化を表明しました。
繰り返し各地から、住民のみなさんが陳情や請願など
を提出し、運動されてきた成果です。問題は中身です。
実効性のある、部分でなく全体を視野に入れる必要が
あります。
　「民泊・簡易宿所の規制強化について～住環境を守り
『住んでよし、訪れてよし』の京都市をめざして」を
発表しました。民泊・簡易宿所の規制強化によって市
民がホスピタリティを取り戻せるように、党議員団提
案へのご意見を募集しています。ぜひご協力ください。

あと15億円あれば来年度の
国保料値上げ回避できる

補聴器購入補助制度実現
運動の力で、
「民泊」規制強化へ

赤阪 仁 伏見区えもと かよこ 右京区

河合 ようこ 西京区くらた 共子 上京区

　2026年度予算案に「加齢性難聴による補聴器購入
への助成」や「保育園１歳児クラスで子ども４人に１
人の保育士配置」など市民の要望が一歩前進したのは
よかったです。
　でも、市長が掲げる「市民生活第一の徹底」はどう
か。代表質問でも党議員が具体的な市民の暮らしの実
態を示して具体的な提案もして質疑しているのに、市
長・副市長の答弁は全く抽象的…市民の困りに寄り添
う姿勢なし。怒りが沸く。住民の福祉の向上へ力尽く
す自治体に変えたい！

　「徴兵は命かけても阻むべし母・祖母・おみな牢
（ろう）に満つるとも」これは、1978年、福田赳夫首
相が有事立法の研究を指示した情勢のもとで、朝日新
聞の「朝日歌壇」に掲載された、当時75歳の石井百代
さんが詠まれた短歌です。
　アメリカとイスラエルによる、イランの国体変革を
目的にした軍事攻撃が行われました。国際法と国連憲
章を無視した、身勝手な人殺しは、最悪の無差別テロ
であり、許されるものではありません。武力行使の即
時停止を求めます。

　代表質問の質疑にあたり、多くの市民の方々からお
話をお伺いしました。小中学校の給食費無償化と子ど
もの医療費18歳年度末まで無料に、公共交通内での性
犯罪実態調査と女性専用車両の導入を、困難な問題を
抱える女性支援の拡充を、温室効果ガス「前倒しの削
減」目標の設定を、防災減災対策、災害時に学校給食
施設の活用、大規模災害に備えるため中学校にも給食
施設を、北陸新幹線延伸計画中止、林業担い手育成支
援、そして地元要望として嵯峨小学校区に児童館設置、
太秦広隆寺前交差点は住民合意で改善をと求めました。

　米国イスラエルによるイラン攻撃、国際法違反すら
指摘できない日本政府の米国いいなり外交の転換が必
要です。一人ひとりの国民が連帯すれば、政治は変わ
ります。私は、予算特別委員会主査席で、交通局企画
総務部長が「女性トイレへの生理用品の無償配備を広
げて参ります」、高速鉄道部担当部長が「女性のトイ
レ行列問題は全駅で対応したい」の答弁を聞きながら、
市民と日本共産党の運動が政治を動かしていることを
確信します。

市民の願いを市政に

アメリカは法の支配を守れ！
政治は変わる！

戦争はいのちかけて
阻むべし

市民のくらしの
「困り」解決を！
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玉本 なるみ 北　区とがし 豊 左京区

森田 ゆみ子 南 区 平井 良人 中京区

　京都市が新しく事業を始めるときや、まちの在り方
を計画する時などに京都市の人選で有識者会議が開か
れますが、市民の意見はなかなか反映されません。国
では国民会議と言いながら政府に都合のいい消費税の
在り方が議論されています。アメリカがイランを攻撃
し、今後ガソリン値上げで輸入に頼る日本はより一層
の物価高が予想されます。２月は皆さんからお預かり
している税金の集め方使い方を決める予算特別委員会
でした。平和、命、暮らしを守るためにこそ税金は使
うべきです。

　１月８日のまちづくり委員会で京都市は、京都駅前
の規制緩和について、企業から計画が提案される際に
特例を繰り返している時ではないと答弁し、企業のた
めの規制緩和、特に開発業者のための動きということ
が分かってきました。市民の声を聞かず、駅前北側を
60ｍへ大幅に規制緩和し、市民全体で決めた「新景観
政策」を根本から解体しようとしています。この横暴
なやり方を撤回させるためにがんばります。

　嬉しいニュースです！　京都市立学校の遠距離
通学費補助が拡充され、対象となる児童生徒が大
幅に増えました。昨年10月の委員会でこの陳情を
質疑したのは私だけ。約３千万円の予算で全額
補助が可能と引き出し「負担軽減を研究する」と
の答弁を得ていました。新制度は基準額以下の部
分も半額補助され、世帯負担が従来の半分に！
住民の皆さんと党の連携が市政を動かしました。「声
をあげれば政治は変わる！」今後も教育環境の改善に
全力を尽くします。

　マイナンバーカードはそもそも、申請は任意で義務
ではありません。それなのに、今年の夏の終わりに給
付予定の「デジタル地域ポイント5000ポイント」や、
市バスの「市民優先価格」にはマイナンバーカードが
必要とされています。カードを持っていない人への対
応策を求めても、「取得支援をおこなう」と答弁しま
した。市民も差別するものであり、市長はどうしても
マイナンバーカードを持たせたいみたいです。

届いた市民の声！遠距離
通学費の補助ついに拡充

市民は平等でないことに
一番不満を持つのでは…。

京都駅前の規制緩和は
事業者のため？

市民の望みは平和があっ
てこそです

山本 陽子 山科区

山田 こうじ 右京区やまね 智史 伏見区

　市税収入は過去最高を更新する202億円増の見込み
で、一般会計予算は１兆円を超える規模、国からの地
方交付税も上昇傾向が続くというのに、行財政改革で
切り捨てた暮らしの予算は復元されず、松井市政にお
いて、更に160人の職員削減を進めると。人とお金が
市民の暮らしの方に向いていません。また、誰一人取
り残さない京都市になるよう、障害のある方の生活介
護事業は、利用者の800人以上が市外事業所に頼って
いる事態を示し、改善せよと求めました。

　物価高騰のもと、中小企業・小規模事業者への賃上
げ支援は待ったなし。
　繰り返し賃上げ直接支援を求めてきました。市から
は省力化、生産性向上支援を行い、賃上げ原資につい
ては事業者の経営努力で行うものとの答弁が繰り返さ
れてきました。設備投資で生産性向上ができる事業
者は限られています。農林水産業、サービス業、流通、
接客業、アニメーション業界、訪問介護、福祉、伝統
産業等、労働集約型産業では生産性向上はできません。
今こそ直接支援を！

　代表質問や都市計画局質疑で伏見稲荷大社周辺での
オーバーツーリズムの実態（交通渋滞、ゴミのトラブ
ル、宿泊施設の深夜騒音等）を取り上げ、改めて「住
宅街・細街路・袋路等での民泊・簡易宿所の立地規
制」「全ての宿泊施設に管理者常駐の義務付け」「近隣
住民の合意」など提案。松井市長も京都市答弁も「広
範な立地規制の検討を開始」「あらゆる可能性を排除
しない」と答弁。８年以上前から訴え続けてきた日本
共産党の提案が市政を動かしています！

中小企業に
賃上げ支援を

「市民生活第一の徹底」は
言葉だけ？

ついに京都市が
宿泊施設の規制強化へ

【談　　話】  2026年度京都市予算案の組み替え提案
（2026/2/27）

【提　　言】  民泊・簡易宿所の規制強化について
～住環境を守り「住んでよし、訪れてよし」の
京都市をめざして～（2026/2/20）

【談　　話】  2026年度当初予算案の発表にあたって
（2026/2/16）

【見　　解】  「京都駅前再生に係る有識者会議」意見まとめ
（案）について（2026/1/23）

【申し入れ】  受験生をねらった痴漢・盗撮の加害防止と被害
救済の強化に関する申し入れ（2026/1/15）

【声　　明】 11月市会を終えて（2025/12/22）

【申し入れ】  暮らし支える緊急対策を求める申し入れ
（2025/12/9）

新着情報（見解・声明など）New

全文は、市議団ホームページをご覧ください。



北　　区 上 京 区 中 京 区 左 京 区

玉本なるみ
☎090(1598)0778

くらた共子
☎080(1486)7304

平井 良人
☎090(6557)4740

とがし 豊
☎(771)7847

加藤 あい
☎090(5098)9127

右 京 区 南　　区 山 科 区

えもとかよこ
☎090(3999)0969

山田こうじ
☎090(3970)4701

森田ゆみ子
☎080(5702)0166

北山ただお
☎(501)6197

山本 陽子 
☎(595)8342

西 京 区 伏 見 区

河合ようこ
☎(392)3546

赤阪　 仁 
☎090(3485)0929

やまね智史 
☎(622)2009

西野さち子
☎(571)5731

困ったときは
日本共産党に
相談を

2026.3.23

▼
小
中
学
校
の
遠
距
離
通
学

費
補
助
改
善
が
予
算
化
さ
れ

た
。「
行
財
政
改
革
計
画
」

で
１
０
０
万
円
単
位
の
削
減

を
し
て
か
ら
４
年
。
当
時
、

補
助
削
減
を
批
判
し
て
い
た

の
は
共
産
党
だ
け
だ
っ
た
。

▼
加
齢
性
難
聴
へ
の
補
聴
器

購
入
補
助
が
予
算
化
さ
れ
た
。

こ
れ
も
何
年
も
に
わ
た
る
運

動
が
あ
り
、
党
議
員
団
は
厚

労
省
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
も
行

っ
て
実
現
を
求
め
て
論
戦
し

て
き
た
。
▼
奨
学
金
返
済

支
援
の
補
助
上
乗
せ
も
。
学

生
や
若
者
、
保
護
者
ら
が
一

緒
に
運
動
に
取
り
組
み
、
党

議
員
団
は
給
付
制
奨
学
金
な

ど
独
自
支
援
を
求
め
て
き
た
。

あ
き
ら
め
な
い
、
粘
り
強
い

運
動
が
前
進
を
つ
く
っ
て
い

る
。
▼
つ
い
に
宇
治
市
が
18

歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
に
踏

み
出
し
た
。
こ
れ
で
京
都
府

内
で
18
歳
ま
で
の
医
療
費
助

成
を
し
て
い
な
い
の
は
い
よ

い
よ
京
都
市
だ
け
に
。「
住

み
や
す
い
、
住
み
続
け
ら
れ

る
京
都
に
」。
課
題
は
多
い

が
、
一
気
に
変
え
る
チ
ャ
ン

ス
も
ま
た
。
（
守
光
千
恵
）
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